


 法 会 立の  

平成 9年に上野市社協（当時）が実施したボランティアスクール「認知症高齢者援助

技術実習」、平成 11年にボランティアスクールに一講座として開講した「音楽療法講習

会」には、従来からのボランティアスクール受講生のほか、ピアノ教師を中心に多くの

参加者が集まった。以上の講座を通して音楽療法への関心の高さが伺えたため、伊賀音

楽療法研究会結成準備会を開催し、音楽療法士コース、アシスタントコース（現在は廃

止）による「伊賀音楽療法研究会」を正式に発足させた。 

平成 11年 ３月 伊賀音楽療法研究会設立  

４月 第１回研究会開催（以後、月１回開催） 

９月 奈良市音楽療法推進室視察 

12月 かんぽ介護者支援講座 

平成 12年  ４月 社会福祉・医療事業団から 440万円の助成 

５月～ 音楽療法実践者養成講座開講（計 75時間） 

平成 13年  ２月 音楽療法実践者のための癒しセミナーin合歓の郷   

４月 ミュージックコーディネーター派遣制度制定  

６月～ 介護予防事業による音楽療法教室  

７月～ 音楽療法メールマガジン創刊 

平成 14年 １月～高齢者向け大集団セッション「うたおう会」スタート 

平成 15年 三重ボランティア基金ボランティア団体基盤強化助成 21万円 

平成 16年 三重ボランティア基金ボランティア活動資金助成 38万円 

５月～音楽療法講座(連続講座)開講 

平成 17年 ９月 日本音楽療法学会名古屋大会にて忍者衣装をまとい「忍者 DEサン

バ」を披露 

平成 18年 ２月 伊賀市男女共同参画フォーラム「いきいき未来いが」に参加（以

後、毎年参加） 

10月 雑誌 Theミュージックセラピー「研究団体を訪ねて」に掲載 

平成 19年 ７月 音楽療法入門講座（高齢分野・児童分野）開催 

８月 みずほ教育福祉財団より９万円の助成 

  11月 東京メソニック協会より 51万円の助成 

平成 20年 ５月 特別支援教育総合推進事業として市内の小中学校へ派遣開始 

 

３ の  

伊 会 会 ミ ジック ィネ タ ・派  

音楽療法に関する講座を開催し、伊賀市社会福祉協議会認定ミュージックコーディネ

ーターの資格取得のための養成講座等を行っている。また、ミュージックコーディネー

ターの派遣事業として、福祉施設及び地域団体等へミュージックコーディネーターを派

遣している。継続派遣と単独派遣の 2種類があり、派遣要綱・報酬規定に基づく有償派

遣によって専門性を確立できるよう努めている。（平成 21 年 12 月現在 会員数 34 名 

うちミュージックコーディネーター21 名、日本音楽療法学会認定療法士 5 名、岐阜県

音楽療法士 6名） 

 

（２ アクテ ィ 防教  

平成 13 年より、国の介護予防・地域支えあい事業、アクティビティ認知症予防教

室の一環として、伊賀市社会福祉協議会が行っている「伊賀市高齢者アクティビティ

認知症予防教室開催事業」の音楽療法教室に講師を派遣している。地域で開催される
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研究会ホームページを開設し、音楽療法掲示板を設けている。また、「伊賀音楽療

法研究会メールマガジン」を発行している。メールマガジンでは「世界音楽療法情報」

「日本音楽療法情報」、三重県内の情報や「伊賀音楽療法研究会情報」、書籍紹介、グ

ッズ紹介などを毎月 10 日に登録者へ届けている。（平成 21 年 9 月現在 読者登録数

419 名） 

伊賀音楽療法研究会 HPアドレス http://www.hanzou.or.jp/music/top-page.htm 

 

４ 今後の  

近年では、市主催のイベントへの参加依頼や、隣接した名張市や奈良市からもミュー

ジックコーディネーター派遣依頼を受けている。また、特別支援教育総合推進事業（県

事業）として、市内の小中学校へのミュージックコーディネーター派遣依頼があるなど、

伊賀ではこの 10年で研究会による音楽療法活動が認知され信頼を得られる存在になって

きたと考えられる。これらの活動の効果を明らかにし、音楽を必要とする対象者により

良いケアを提供する必要があるため、平成 20年度から定例会とは別に評価表検討会を開

催し、研究者の助言を得ながらうたおう会やふれあい･いきいきサロンのためのアンケー

トや評価スケールの検討を進めている。音楽療法士の国家資格化問題やセッション報酬

の保険点数化への動きは迷走し、まだまだ音楽療法の社会的認知度・信頼度は高いとは

言えず、国内の音楽療法事情の展望は明るいとは言いがたい。そんな中にあって「音楽

を使って人と関わる援助者」としての自覚を持ち、ミュージックコーディネーターの資

質向上と地域に根ざした音楽療法活動の展開を二大目標に掲げ、今後も研鑽に励みたい。 
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